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◇スーパーグローバル大学創成支援プログラム委員会における評価（公表用） 

（総括評価） 

Ａ 十分な取組状況で事業目的が達成され、今後も持続的な発展が期待できる。 

（コメント） 

 事業期間全体において、貴学が創基 150 周年（2026 年）に向けて策定した中長期ビジョ

ン「北大近未来戦略 150」に掲げるビジョン達成に向け、ガバナンス強化プランを軸に４

つの教育改革と４つのシステム改革プランを推進する「１－４－４改革プラン」によりそ

れぞれ目標を設定し、世界の課題解決に貢献する大学を目指し、全体で取り組んだものと

なっている。 

上記の取組みにより、ガバナンス、教育改革、システム改革が推進されたことで、本事

業で定める成果指標においても、女性職員比率、外国語による授業科目、ナンバリング実

施状況、TOEFL 等外部試験の入試への活用等の項目で特に成果が表れており評価に値する。

その他、定性的なものとしても、アクティブ・ラーニングの教育手法や学習成果を可視化

する「新渡戸ポートフォリオ」の積極的な活用により学生のコミュニケーション力・課題

解決力、自己評価・分析能力等といった各能力を最大限に引き出している点や、国内外の

学生が北海道をフィールドに多様なニーズに合わせて主体的に交流を実践し、学びあえる

環境を整備するために「国際性能力認定制度」を計画していることにより、大学に在籍す

る学生個々人が自身の国際性を確認し、共修環境を活用できる体制が進められている点も

優れたものであると言える。 

一方で、令和２年度中間評価の際においても指摘されている、日本人学生の海外派遣・

留学数や、学生の語学力レベルなどの項目においては、コロナ禍の影響を鑑みても依然と

して目標とした水準に大幅に達していないため、今後のさらなる改善が望まれる。これら

に加え、大学間協定に基づく交流数や外国語のみで卒業できるコース数の増等に繋がる取

組みを引き続き行っていただき、教育の国際化を進めることで学生の流動性を高めていく

ことを期待したい。 

最後に、スーパーグローバル大学創成支援事業による補助期間は終了したが、引き続き

徹底した「大学改革」と「国際化」を断行し世界的に魅力的なトップレベルの教育研究を

行い、我が国社会の国際化を牽引に寄与されることに期待する。 

 

 


